
 

 

教育相談 お子様の生活、行動、学習のことなど気になることがありましたら、担任の他、児童支援専任（園田）
学校カウンセラー（森 陽子：子ども家庭支援センター７５０－２５２５）に気軽にご相談ください。今月の
カウンセラー来校日は、５日（月）午前、１９日（月）午後、２６日（月）全日です。 
 
 

横浜市立山王台小学校                       平成３０年１０月３１日 

山王台だより １１月号     

 

       

【学校教育目標】「自分のよさに気付き、相手の気持ちを大切にしながら、ともに高め合って生きる」 
横浜市磯子区磯子５丁目２－１     TEL０４５（７５５）１１０７  

 
 

「静」と「動」 

                                                             校長  志田 一彦 
 

 「小さな谷川の底を写した、二枚の青い幻灯です。」 
これは、６年生の国語の教科書に載っている宮沢賢治の作品「やまなし」の書き出しの一文です。幻灯の一枚は「静」

の場面、もう一枚は「動」の場面を表していて、「静」と「動」が描かれている対比的な情景が豊かなイメージを

膨らませています。物語に登場する「クラムボン」という言葉にご記憶のある方もいらっしゃるのではないでしょ

うか。 
 このように名作といわれる物語をはじめ、音楽、芝居、スポーツなどにも「静から動」「動から静」への切り替

えがあります。その切り替えが鮮やかなほど、読者や観客に大きな感動を与えてくれます。 

 

教育活動も「静」と「動」の流れが大切です。「静」ばかりだと子どもたちの自主性や主体性は育まれませんし、

逆に「動」だけであっても学びが深まりません。「静」と「動」のバランスがとれていることが大切だと考えます。 
 

その「静」と「動」のバランスがとれている姿が、先日の運動会で見られました。各学年の演技種目での躍動感

ある姿と動きを静止する姿。大きな声で応援する姿と静寂の中で行われた開閉会式での姿。 
さらに運動会の前日、各教室の授業の様子を見てまわると、授業に集中し、真剣に学習している姿がありました。

翌日が運動会とは思えないほどのしっとりとした落ち着いた学習の姿でした。 
子どもたちは、運動会の前日と当日に「静」と「動」のバランスがしっかりとれた姿を見せてくれました。これ

からも、この姿をさらなる高まりにつなげていきたいと強く感じた二日間でした。 

 

  運動会を陰で支えてくださったＰＴＡ役員や委員の皆様、応援してくださった保護者、地域の皆様、そして、運動会後

の後片付けをしてくださった皆様、心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 

                                                                     

音楽朝会もぜひ、ご来校ください。 
             

 １１月 ５日（月）8 時 20 分より （１０月の音楽朝会）   

～全校合唱と３年生の発表があります。～ 
 １１月２６日（月）8 時 20 分より （11 月の音楽朝会）   

～全校合唱と６年生の発表があります。～ 

 


